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本リーフレットの活用にあたって 

１ 作成の目的 
 全国学力・学習状況調査は、次のような調査目的を持って実施されています。 

 ① 義務教育の機会均等と水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・ 

  分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る 

 ② 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる 

 ③ 以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する 

 そこで、上記の全国学調の目的の達成に向けて、これまでの盛岡教育事務所としての教育施策の成果と
課題を検証し、その課題の改善を図るため、リーフレットを作成することにしました。作成にあたっては、
各学校における教育指導の充実、学習状況の改善に向けた「授業改善」にすぐに役立つこと、各学校にお
けるPDCAサイクルの「アクション【改善】」の参考資料として、国の報告書、「授業アイディア例」の活
用を促し効果的なPDCAサイクルの確立に貢献できることを目指し作成しました。 

 なお、巻末に参考例として「全国学調取組PDCAサイクル図」、「全国学調取組PDCAサイクル表」を掲載
しています。学校体制の取組と学級担任・教科担任の取組の例として、各校の全国学調への取組計画策定
の参考になれば幸いです。 

２ 作成方針 
 次の５点により作成しました。 

① あくまで国の報告書、授業アイディア例の活用を学校に期待するもので、そのための「意識化」、
「取りかかり」の材料としての役割を担うものであること。 

② 問題そのものの事後指導、重点指導のための資料ではなく、その他の学習内容でも転移可能なように、
他学年、単元でも活用できる資料内容であること。  

③ 具体的な発問や投げかけの形に表現して、「すぐに使える」資料として活用できるようにすること。  

④ ビジュアル化を図り、短時間で授業のポイントをつかむことができるようにすること。  

⑤ 授業設計のアイディアはもちろん、実際に授業中に子供とどうかかわり展開していくかという授業構
成についてのアイディアを提案すること。 

 

 



３ リーフレットの内容 

 取り上げた全国学調問題の出題の趣旨、
学習指導要領との関連、評価の観点、平
均正答率（全国、県）を紹介しています。 

 授業改善の実践にあたっての視点を示
しました。紹介している授業場面だけで
なく、その他の時間にも通じる視点です。 

 全国学調の報告書、授業アイディア例
の関連ページの紹介です。ぜひ、本リー
フレットと併せて国の資料も十分に活用
して授業改善に取り組んでください。 

 紹介する授業改善の例の指導の要点を
示しました。 

 授業改善に向けて有効な発問例を示し
ました。児童・生徒の実態より違ってき
ますので、意図を活かして実態に応じた
工夫が必要です。 

 発問例のねらい、意図、留意点、今後
の展開などを示しました。 



全国学力・学習状況調査の調査結果を活かした授業改善に向けて 

小学校 B問題  

  3（2）図形の観察と判断の根拠の説明（四角形の４等分）  

【出題の趣旨】 

 図形を観察し、示さ
れた事実を基に、二つ
の三角形の面積が等し
くなることを数学的に
表現する。 

【学習指導要領におけ
る領域・内容】 

第5学年B(1)ア 

【評価の観点】 

 数量や図形について
の知識・理解 

【正答率】 

岩手県 ４４．４％  

全 国 ４２．７％ 

授業改善の視点 

 具体的な表現（操作、図など）と算数
的に抽象化された表現（数、式など）を
つなぐ部分を大切にすること。 

H25報告書68ページ～ 
H25授業アイディア例19ページ～ 



授業改善の例 
第５学年「面積の求め方を考えよう」東京書籍「新しい算数５下」p.44 

           「ひし形はどんな特徴をもつ形ですか。」 

 

 

           「ひし形をどのような形に変えれば面積を求めることが 

               できますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①【図（具体）→数式（抽象）】  ②【数式（抽象）→図（具体）】    ③【一般化】 

「この図の考え方を式にすると  「（式のみ先に示して）～さんはどのように 「ひろきさんの式から、ひし形   

 どうなりますか。」       ひし形の形を変えて考えていますか。」  の面積を計算で求める方法を 

                                     考えましょう。」 

 

 

ひし形の特徴（４辺が等しい、向かい合う辺が平行、
対角線が直交）を確認する。 

 図と数式（具体的表現と抽象的表現）をつなぐ発問を意識的に
取り入れた指導 

子どもたちのノートに教科書の
ように図と式が書かれてあって
も、図→式と発問により節目を
付けて確かめる。 

誰も考え付いていない式、最も簡
単な式、公式につながる式などを
取り上げると効果的。 

面積を求めるには、既習の図形に変形して考えればよ
い、という見通しをもつ。 

「似ていることは…」と曖昧な発

問ではなく、公式につながる考え
方にしぼり全員で考えさせる。 

算数（数学）は、具体的操作、言葉、数、式、図、表、グラフなどを用いて考えを表現します。 

 日常の指導で発問の視点を工夫することで、子どもたちの算数の言語活動が豊かになります。 



全国学力・学習状況調査の調査結果を活かした授業改善に向けて 

小学校 B問題 

4（3）情報の解釈と筋道を立てた表現（サッカー）  

【出題の趣旨】 

 示された式に数値
を当てはめて計算し、
計算の結果の大小を
基に判断することが
できる。 

【学習指導要領にお
ける領域・内容】 

 第４学年D（２） 

【評価の観点】 

 数学的な考え方 

【正答率】 

岩手県 ４６．３％  

全 国 ５０．６％ 

授業改善の視点 

 数量の関係を「言葉の式」に表現
したり、「言葉の式」に数値を当ては
めて具体的な場面との対応を確かめる
活動を取り入れ、「言葉の式」を課題
解決に有効に活用できるようにしてい
くこと。 

H25報告書74ページ～ 



授業改善の例 
第３学年「かけ算の筆算(１)」 

東京書籍「新しい算数３上」ｐ102  

 

 

 

「いろいろな考えで代金を求めましょう。」 

 

 

 

 

「たくみさんの考えを言葉の式に表してみましょう。」 

１この値だん×１箱の個数＝１箱の値だん 

１箱の値だん×箱の数＝代金 

「同じ言葉があるね。つなげて代金を求める式を１つの式に表しましょう。」 

１この値だん×１箱の個数×箱の数＝代金 

「言葉の式に数を入れて正しく代金を求めることができるか確かめましょう。」 

 75×5×２＝750  

 1箱の値だんをまとめると（75×5）×2＝750  

「みほさんの考えも同じように言葉の式に 

表してから１つの式に表してみましょう。」 

 

【言葉の式】に表現する活動
を促す。 

【言葉の式】の同じ言葉に着目さ
せ、１つの式に表現させる。 

求めることは「代金」で、そのために分かって
いることが、「１この値だん」、「１箱の個
数」、「箱の数」であると、【言葉の式】につ
ながる形で捉えさせる。 

【言葉の式】に数値を当ては
めて式が適切か確かめる。 

たくみの場合を活用してみほの考
え方を１つの式に表現させる。 

「言葉の式」に表現したり、「言葉の式」に数
値を当てはめて課題解決したりする活動を取り
入れた指導 



全国学力・学習状況調査の調査結果を活かした授業改善に向けて 

中学校 A問題 関数領域 

10(3)・11(2) １次関数の表・式・グラフについての理解 

【出題の趣旨】 

 10(3) 比例の表とグラフの関係を理解 

             している 

【学習指導要領における領域・内容】 

 第１学年C関数（１）－エ 

【評価の観点】 

 数量や図形などについての知識・理解 

【正答率】 

 岩手県 ４４．６％  全国 ５２．５％ 

授業改善の視点 

 

・表・式・グラフを単独で用いるので
なく、相互に関連付けて１次関数の特
徴を見出すことができるよう、意識し
て指導すること。 

H25報告書78ページ～ 

【出題の趣旨】 

  11(2) 一次関数の表から変化の割合を 

               求めることができる 

【学習指導要領における領域・内容】 

 第２学年C関数（１）－イ 

【評価の観点】 

 数学的な技能 

【無答率】岩手県 ２９．３％ 全国 ２３．７％  

【正答率】岩手県 ３８．３％ 全国 ４２．４％ 



授業改善の例 問題解決場面で、「表」、「式」、「グラフ」を相互に
関連付けて、「１次関数の特徴」の理解を図る指導 

第２学年「１次関数」東京書籍「新しい数学２」ｐ69 

「式を用いて、１次関数を求めましょう。」 

「グラフを用いて、１次関数を求めましょう。」 「表を用いて１次関数を求めましょう。」 

 ｐ62の学習を活用して・・・ 

「連立方程式を用いた求め方」だけでなく、 

「グラフ」、「表」を用いた解決を促す。 



全国学力・学習状況調査の調査結果を活かした授業改善に向けて 

中学校 Ａ問題 

１４（１）平均値の意味・ヒストグラム 
【出題の趣旨】 

 平均値は，資料個々の値
の合計を資料の個数でわっ
た値であることを理解して
いるかどうかをみる。 

【学習指導要領における領
域・内容】 

 第１学年Ｄ資料の活用 

【評価の観点】 

 数量や図形などについて
の知識・理解 

【正答率】 

 岩手県 ７３.７％ 

 全 国 ７８.０％ 

 
授業改善の視点 

 代表値や範囲がヒストグラ
ムや度数分布表にどのように
表れているか調べ、資料の傾
向を捉え、説明する場面を設
定すること。 
 

H25報告書80ページ～ 

H23解説書65ページ～ 

＜参考資料＞平成２３年度調査Ａ１３（２） 



授業改善の例 
第１学年「資料の活用」東京書籍「新しい数学１」Ｐ.210 

資料の傾向を捉え、判断した理由を数学的な表現を用い
て説明できるようにする指導 

 平成25年度全国学調Ａ１４(1)と同じ構造で、
平成23年度全国調査Ａ１３(2)で「中央値」を
問う問題が出題されています。 
 

 全国学調や県学調の問題を授業や期末テスト
などの評価問題に位置付け、「最大値」「平均
値」「最頻値」「中央値」「範囲」などの意味
を理解しているかどうか確認しましょう。 

平成25年度岩手県中学校学習定着度状況調査２年数学の分析から 

特に 「中央値」 「相対度数」について丁寧に指導する必要がある 

と考えられます。 
（１）中央値の意味を正しく理解している。 

   岩手県正答率 ８.４％ 無解答率１７.２％ 
（２）度数分布表や相対度数の表から，ある階級の相対度数を求めることができる。 

   岩手県正答率５０.３％ 無解答率２２.４％ 
（３）代表値や度数分布表・相対度数について理解し，資料についての正しい意見を選ぶ   

   ことができる。 

   岩手県正答率４３.０％ 無解答率１３.２％ 

「Ｂチームのほうが速そうだ。」 

「中央値を含む階級が…。」「最頻値が…。」 

「平均値はP.210の資料で、８.７秒と分かっています。」 「名簿順にわけた２チームには、どんな特徴があるのかな？」 

「でも、平均値を含む階級よりも、高いところがある。」 

「最頻値は遅いけど、速いところにも１つ山がある。」 
「Ｂチームが速いと、どうしていえますか？代表値を使って
理由を説明しましょう。」 

特徴を読み取る 

＝事柄を説明する   

 言語活動 

特徴を比較して判断する
＝理由を説明する 

 言語活動 



全国学力・学習状況調査の調査結果を活かした授業改善に向けて 

中学校 A問題 

１５ 確率の意味と求め方 【出題の趣旨】 

(１)「ある試行を多数回繰り返したと

き，全体の試行回数に対するある事象
の起こる回数の割合は，ある一定の値
に近づく」ことを理解しているかどう
かをみる。 

(２)起こり得る場合を樹形図や二次元

の表などを利用して整理し，確率を求
めることができるかどうかをみる。 

【学習指導要領における領域・内容】 

 第２学年D（１）ア 

【評価の観点】 

(１)数量や図形などについての知識・
理解  

(２)数学的な技能 

【正答率】 

（１）岩手県 32.9％ 

   全 国 33.1％ 

（２）岩手県 38.5％ 

   全 国 53.8％ 

 H25報告書77ページ～ 

授業改善の視点 

 確率を求めることに重点が置かれ
ることが多いが，確率の意味につい
て理解できるようにする指導や起こ
り得る場合を実際にかくよう指導す
ることを丁寧に扱うこと。 



授業改善の例 

第２学年「確率」東京書籍「新しい数学２」ｐ148~149，159 

 

 

 

 

どうすれば確かめることができますか？ 

 

 

実際に投げてみる。         投げた回数が多くなると相対度数はどうなるかな？                             

                  投げた回数が少ないときは・・・・・？ 

 

                         

 

 

 

 

落ち（＝足りないもの）や重なり（＝同じもの） 

がないように調べるいい方法は？ 

 

 

 

 

 

実験を行い，その結果を記録する場面を設定する。 

確率の意味について実験を通して体験的に理解できる活動
や二次元の表を用いて確率を求める活動を取り入れた指導 

実験した結果について考察する場面を設定する。 

続けて２ばかり
が出るよ！ 

６回投げたとき
に必ず１が１回
出るわけではな
いんだね！ 

多数回投げることによって１の目が出る相対度数
が0.166･･･に近づくことを体験的に理解させる。 

二次元の表を利用して，起こり得る全ての場合の数が36通りあることや目の数の和が５とな
る場合が４通りあることを見いだし，確率を求める活動を取り入れる。 



全国学力・学習状況調査の調査結果を活かした授業改善に向けて 

中学校 B問題 

２ 発展的に考え，予想すること（位を入れかえた数）  【出題の趣旨】 

 事柄が成り立つ理由を，
示された方針に基づいて
説明することができる。 

 発展的に考え，予想し
たことがらを説明するこ
とができる。 

【学習指導要領における
領域・内容】 

 第２学年Ａ（１） 

【評価の観点】 

 数学的な考え方 

【正答率】 

（１）岩手県 30.2％ 

   全 国 37.3％ 

（２）岩手県 30.6％ 

   全 国 38.0％ 

 H25報告書97ページ～ 

授業改善の視点 

 生徒自らが事柄を予想し確かめ
る活動や問題を解決した後に新たな
事柄を見いだす活動を取り入れ，事
柄や説明を基に発展的に考えること
ができるようにしていくこと。 



授業改善の例 

第２学年「式の計算」東京書籍「新しい数学２」ｐ21 

 

 

 

 

「２けたの自然数と，その数の一の位の数字と十の位の数字を入れかえた数の和に 

 共通な性質はないでしょうか。」 

   →２けたの自然数と，その数の一の位の 

  数字と十の位の数字を入れかえた数の 

  和は１１の倍数になります。 

「本当にすべての場合で１１の倍数になるといえますか。」 

 

 

 

 

 

「２けたの自然数と，その数に一の位と十の位の数字を 

 入れかえた数の差に共通な性質はないでしょうか。」 

  

「２けたの自然数を３けたの自然数にしたらどうなりますか。」 

 →３けたの自然数と，その数の百の位と一の位の数を入れか 

  えた数の差は，９の倍数になります。 

事柄が成り立つ理由を説明す
る活動を促す。 

予想させる中で、「～は～である。」という命
題の形で明確に表現することを指導していく。 

「１１の倍数になることを説明しなさい。」と
発問するのではなく，教科書の問題をアレンジ
し「共通な性質はないだろうか？」と発問し，
生徒にじっくり数を観察させる場面を設定する。 

命題の中の条件を変える視点を与えて
「和を差にしてみたら？」結論がどうな
るか予想させる場面を設定する。 

さらに見いだした事柄を，主部と
述部を命題の形で表現し，それが
正しいことを説明させる活動にも
挑戦させていく。 

生徒自らが事柄を予想し確かめる活動や問題を解決した後
に新たな事柄を見いだす活動を取り入れた指導 

和を式に表し，表した式を変形し
てその式が１１×（整数）と表せ
ることを示せばよいという見通し
を基に説明することを確認する。 



全国学力・学習状況調査の調査結果を活かした授業改善に向けて 

中学校 B問題 

4（１）証明の方針（平行四辺形の対角線）  
【出題の趣旨】 

 示された方針に基づい
て証明することができる
かどうかをみる。 

【学習指導要領における
領域・内容】 

 第２学年Ｂ 図形 

【評価の観点】 

 数学的な見方や考え方 

【正答率】 

 岩手県 ２４.３％ 

 全 国 ３２.４％ 

授業改善の視点 

 次の３つの事項について考える場
面を設定し，方針に基づいて証明で
きるようにすることが大切である。 

Ⅰ 結論を示すためには何がわかれば    

 よいか。 

Ⅱ 仮定からいえることは何か。 

Ⅲ ⅠとⅡを結び付けるには，あと何 

 がいえればよいか。 

H25報告書111ページ～ 

H25授業アイディア例19ページ～ 



授業改善の例 
第２学年「証明のすすめ方」東京書籍「新しい数学２」Ｐ.110 

Ⅰ，Ⅱ，Ⅲの３つの事項について考える場面を設定し、
証明の方針を立てることができるようにする指導 

 結論∠ＯＡＣ＝∠ＯＢＤを証明するために、
「△ＡＯＣと△ＢＯＤが合同であること」がわ
かればよい。 

 

→ 結論を示す根拠として、「合同な図形では、 

 対応する角は等しい」が使えるから。 

 仮定からいえることは、「ＯＡ＝ＯＢ」， 

「ＯＣ＝ＯＤ」である。 

 

→ 「Ｏが線分ＡＢ，ＣＤそれぞれの中点」で 

 あるから。 

 ⅠとⅡを結びつけるには、あと「∠ＡＯＣ＝
∠ＢＯＤ」がいえればよい。 

 

→ 三角形の合同条件「２組の辺とその間の角 

 がそれぞれ等しい」を根拠にできるから。 

Ⅰ 「結論を示すためには何が分かれば 
 よいですか。」 

Ⅱ「 仮定からいえることは何ですか。」 

Ⅲ 「ⅠとⅡを結び付けるには，あと何 
 がいえればよいですか。」 

❢ 過去の調査結果から分析すると、どちらかといえば、 

 ⅠやⅡについて丁寧に指導する必要があると考えられます。 
 

Ⅰ 証明の方針を立てるときの根拠として適切な事柄を指摘することができる。 

 平成20年度調査Ｂ４(1) 岩手県６０.７％ 全国６４.０％ 
Ⅱ 言葉で示された図形の性質や条件を，記号を用いて表すことができる。 

 平成22年度調査Ａ７(3) 岩手県５７.５％ 全国６３.２％ 
Ⅲ ２つの三角形が合同であることを判断する際に必要な辺や角の相当関係を指摘する 

 ことができる。 

 平成21年度調査Ａ７  岩手県８２.３％ 全国８５.６％  



全国学力・学習状況調査の調査結果を活かした授業改善に向けて 

中学校 B問題 

５（２）情報の適切な表現と判断（黄金比）  

【出題の趣旨】 

 資料の傾向を的確に捉え、
事柄の特徴を数学的に説明
できるかどうかをみる。 

【学習指導要領における領
域・内容】 

 第１学年Ｄ 資料の活用 

【評価の観点】 

 数学的な見方や考え方 

【正答率】 

 岩手県 ２４.８％ 

 全 国 ２５.５％ 

授業改善の視点 
 美しいと思う長方形について、
実際にアンケートをして集計した
データをヒストグラムに整理し，
視点を変えて資料の傾向を捉え直
すことで，「長方形には多くの人
が美しいと思う形がある」ことを
見いだすことができるようにする。 

H25報告書117ページ～ 

H25授業アイディア例15ページ～ 



図１ 長方形の分布（横の長さ）          図２ 長方形の分布（割合:階級の幅2.0） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                       

                                                                         図３ 長方形の分布（割合:階級の幅0.2） 

  

授業改善の例 
第１学年「資料の活用」東京書籍「新しい数学１」Ｐ.210～ 

～Ｋ中学校53名による「美しいと思う長方形」のアンケート調査から～ 

視点を変えてヒストグラムを作り直すことで，資料の傾
向を捉え直すことができるようにする指導 

 

 

 

 

                           

                    

長方形の向きをそろえて，長い辺の長さ

が短い辺の長さの何倍を調べる。 

「このままだと、縦長と横長の 
 長方形が混在していますね。 
 長方形の向きをそろえて調べ  
 るにはどうしたらいいかな。」 

「みなさんが美しいと思う長方形 
 について、図３のヒストグラムの 
 特徴を基に説明しましょう。」 

「階級の幅を0.2に変えて、  
 詳しく調べてみましょう。」 

ヒストグラムの特徴を基に

「言語活動の充実」を図る。 

「今度は、山が１つになった。」 

「やっぱり何か特徴があるんだ。」 

「短い辺に対する長い辺の割合で
調べてみると、1.0倍から3.0倍に集
中していることがわかるよ。」 

極端に細長い長方形をかい

た生徒がいても、割合で調

べると「外れ値」として処

理できるようになる。 
「平均値は5.98cmだけど、実際に

５cm以上６cm未満の長方形をかい

たのは１人だけだ…」    

「ヒストグラムにまとめてみても

山がギザギザで、何か傾向がある

とは思えない…」 



全国学調PDCAサイクル 

a1  

次年度の学力調査までの取組計画を策定する。 

a2  

自校の課題の解決につながる授業改善の視点、指導
の重点を共有する。 

a3  

実施された学力調査の問題の分析をし、年間指導計
画に反映させるよう指導する。 

b1  

授業改善の視点、指導の重点、学力調査の問題の分
析に基づいて各教科の年間指導計画を立てる。 

b2  

少人数指導、個別指導の実施計画を立てる。 

a1  

授業改善の視点、指導の重点に基づく
授業実践を推進する。 

a2  

実施された学力調査の問題を、学習問
題、授業展開に活用するよう指導する。 

b1  

授業改善の視点、指導の重点、学力調
査の問題の分析に基づいた授業実践を
進める。 

b2  

少人数、個別指導を通して、個に応じ
た指導を実現する。 

b3  

年間指導計画に基づき、過去の調査問
題を授業の中で取り組ませる。 

b4  

本年度の学力調査を自校（自己）採点
をして、分析し補充指導をする。 

Plan （計画） 

Do （実行） 

Action（改善） 

Check（評価） 

a1  

次年度の学力調査までの取組計画の
見直しと再確認をする。 

a2  

今後の授業改善の視点、指導の重点
を捉える。 

b1  

授業改善の視点、指導の重点を明確
にして授業実践をする。 

b2  

補充指導（全体・個人）を実施する。 

a1  

調査結果（学習面）を分析し自校の児童
生徒の実態（学習面）を把握する。 

a2  

調査結果（学校、児童生徒質問紙）の結
果を分析し、自校の児童の実態（生活
面）を把握する。 

b  

調査結果（学習面、児童生徒質問紙）を
分析し児童 生徒一人一人の状況（学習
面・生活面）を把握する。 

a…学校体制の取組 b…学級担任、教科担任の取組 

参考例 



       全国学調取組PDCAサイクル表 
                    学校名               

PDCA 具体的取組 （例） 担当者 チェック欄 

Plan 

【計画】 

a1 次年度の学力調査までの取組計画を策定する。     

a2 自校の課題の解決につながる授業改善の視点、指導の重点を共有する。 
    

a3 実施された学力調査の問題の分析をし、年間指導計画に反映させるよう 

 指導する。     
b1 授業改善の視点、指導の重点、学力調査の問題の分析に基づいて年間 

 指導計画を立てる。     

b2 少人数指導、個別指導の実施計画を立てる。     

Do 

【実行】 

a1 授業改善の視点、指導の重点に基づく授業実践を推進する。     
a2 実施された学力調査の問題を、学習問題、授業展開に活用するよう指導 

 する。     
b1 授業改善の視点、指導の重点、学力調査の問題の分析に基づいた授業 

 実践を進める。     
b2 少人数、個別指導を通して、個に応じた指導を実現する。     

b3 年間指導計画に基づき、過去の調査問題を授業の中で取り組ませる。     
b4 本年度の学力調査を自校（自己）採点をして、分析し補充指導をする。     

Check 

【評価】 

a1 調査結果（学習面）を分析し自校の児童生徒の実態（学習面）を把握す 

 る。     
a2 調査結果（学校、児童生徒質問紙）の結果を分析し、自校の児童の実態
（生活面）を把握する。     
b  調査結果（学習面、児童生徒質問紙）を分析し児童生徒一人一人の状 

 況（学習面・ 生活面）を把握する。     

Action 

【改善】 

a1 次年度の学力調査までの取組計画の見直しと再確認をする。     
a2 今後の授業改善の視点、指導の重点を捉える。     
b1 授業改善の視点、指導の重点を明確にして授業実践をする。     
b2 補充指導（全体・個人）を実施する。     

a…学校体制の取組 b…学級担任、教科担任の取組 

参考例 


